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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
向
け
て
、
茨
城
の
高
校
生・

若
者
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
と
行
動

　
Ｚ
世
代
の
第
２
の
特
徴
と
し
て
、
多

様
な
価
値
観
と
協
調
性
を
も
っ
て
い
る

点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
つ
く
ば
市
の
県

立
竹
園
高
校
の
生
徒
さ
ん
が
作
成
し
た

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
カ
ル
タ
」
は
、
英
語
の
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト（
Ａ-

Ｚ
）26
枚
の
カ
ー

ド
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
伝
え
る
と
い
う
、
と

て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
で
す
。
例

え
ば
、「
Ｘ
」
は
、「
ク
リ
ス
マ
ス
、
ラ

マ
ダ
ン
、
初
詣
。
異
文
化
を
理
解
し
よ

う
」
と
英
語
で
書
か
れ
、
多
様
な
価
値

観
を
尊
重
し
て
い
ま
す
（
ラ
マ
ダ
ン
は

イ
ス
ラ
ム
教
の
重
要
な
文
化
で
、
断
食

を
行
い
ま
す
）。
さ
ら
に
素
晴
ら
し
い

こ
と
に
、
竹
園
高
校
の
生
徒
さ
ん
は
市

内
の
小
学
校
と
協
働
し
て
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

カ
ル
タ
」
を
無
償
で
提
供
、
高
校
生
が

小
学
校
を
訪
問
し
、
児
童
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
英
語
を
教
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
３
の
特
徴
と
し
て
、
生
ま

れ
た
頃
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ

ホ
に
親
し
ん
で
お
り
、
い
わ
ば
デ
ジ
タ

ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

日
立
市
の
高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｒ
ｅ.

は
、
大
好
き
な

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

推
進
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
駆
使
し
て

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
ア
パ
レ
ル
シ
ョ
ッ
プ

を
開
設
し
ま
し
た
。
そ
の
活
動
は
茨
城

に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
国
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
展
開
に
向
け
て
、
こ
う

し
た
Ｚ
世
代
の
高
校
生
・
若
者
な
ら
で

は
の
ア
イ
デ
ア
と
行
動
が
大
き
な
カ
ギ

と
な
る
で
し
ょ
う
。
行
方
市
の
若
者
・

高
校
生
の
皆
さ
ん
が
、
自
由
な
発
想
で

楽
し
く
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
上

の
世
代
の
皆
さ
ん
、
若
者
を
応
援
し
、

持
続
可
能
な
行
方
を
共
に
創
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
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第
11
回

Ｚ
世
代
の
若
者
が
切
り
開
く
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
未
来

　
　
行
方
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
茨
城
大
学
准
教
授　
野
田 

真
里　

若
者
・
高
校
生
、
注
目
！

Ｎ
Ｈ
Ｋ
茨
城
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
Ｚ
世
代
×

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
共
有　

　

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
茨

城
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
Ｚ
世
代
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
イ
バ
ラ
キ
か
ら
世
界
を
動
か
せ
！
」

（
２
０
２
１
年
９
月
17
日
放
送
）
に
出

演
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
専
門
家
と
し
て
、
コ

メ
ン
ト
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
茨
城
の
高
校
生
・
若
者
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
長
濱
ね

る
さ
ん
（
タ
レ
ン
ト
・
元
欅
坂
46
）、
中

村
慶
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

と
共
に
、
紹
介
・
応
援
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
貴
重
な
機
会
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
行
方
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
参
考

に
な
る
点
も
多
く
、
要
点
を
共
有
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
特
に
今
回
は
、
若

者
・
高
校
生
に
注
目
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
ね
。

危
機
の
時
代
を
生
き
る
Ｚ
世
代
の
若
者 

　

Ｚ
世
代
と
は
、
１
９
９
０
年
代
中
盤

以
降
に
生
ま
れ
た
若
者
で
、
現
在
の

高
校
生
、
大
学
生
等
に
あ
た
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
由
来
の
呼
称
で
、
Ｘ
世
代

（
１
９
６
０
年
～
１
９
８
０
年
頃
生
れ
、

現
在
40
～
60
歳
）、
Ｙ
世
代
（
１
９
８
０

年
頃
～
１
９
９
０
年
代
中
盤
生
れ
、
現

在
40
～
25
歳
。
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
も
）

に
続
く
世
代
と
な
り
ま
す
。
日
本
で
は

さ
ら
に
上
に
、
団
塊
の
世
代
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
ね
。

　

Ｚ
世
代
の
若
者
の
特
徴
と
し
て
、
第

１
に
危
機
の
時
代
を
生
き
、
将
来
に
不

安
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る

で
し
ょ
う
。
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の

「
失
わ
れ
た
20
年
」（
１
９
９
０
年
代
初

頭
～
２
０
１
０
年
代
初
頭
）、
９
・
11

同
時
多
発
テ
ロ
事
件
（
２
０
０
１
年
）、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
（
２
０
０
８
年
）、

東
日
本
大
震
災
（
２
０
１
１
年
）
そ
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
（
２
０
１
９
年
～

現
在
）
と
、
日
本
そ
し
て
世
界
で
大
き

な
危
機
が
続
い
て
き
ま
し
た
。
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